
 

第４回和歌山市子ども・子育て会議における質問への回答について 

 

 意見・質問 回答 関係課 資料１ 

10 No.66 障害児保育事業の充実 

⇒発達課題のある子の受け入れ先がなか

なか見つからない。また療育園での保育

を必要と認められる子の場合、親が就労

や復帰をあきらめざる負えないというこ

とが起きています。この問題に対しての

解決策(療育園と放課後等デイサービス

の併用を可能にするなど)ありますか？ 

 療育園後、手帳所持児童

については、日中一時支援

事業を利用することによ

り、保育支援を受けること

が可能です。 

障害者

支援課 

P91 

 

Q１ 参考資料 p２の 10 番（上表）の質問に対する障害者支援課の回答で、療育園を利用し

た後、放デイなど利用できるサービスについて、「手帳所持児童については」と書いた回答が

あるが、これは受給者証とかでなく、療育手帳や障害者手帳のことをいっているのか。 

 そうなると、かなりハードルが高く、なかなか利用がしづらいため、安心して働き、子供

たちも安心して保育を受けることができる環境であるのか、わかりにくいので説明してほし

い。 

 

A１ 「手帳所持児童については」とは、療育手帳、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手

帳のことになります。 

 児童発達支援事業や放課後デイサービス、保育所等訪問のサービスについては、早期療育

等の観点により手帳の取得がなくとも医師の意見書で対応しており、他のサービスと比べハ

ードルが低くなっています。しかし、これ以外の障害者福祉サービスのご利用につきまして

は、療育手帳、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳の所持が条件あることをご理解願

います。 

  

 ※ 放課後デイサービスの利用対象は、原則６才以上 18 才以下の学校通学中の障害児とな

ります。 
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